
大阪市立十三小学校 

 

学校通信  №１０ 

 

平成２７年２月 

 

    

 

 

 
 

 

 

 暦の上ではもうすぐ立春です。それぞれの学年のまとめと同時に、６年生の卒

業に向けた取り組みと、新１年生の入学準備を始める時期になりました。 

２４日（火）には今年度最終の学習参観と懇談会をおこないます。この１年間

の子どもたちの成長を振り返る懇談会にしたいと思います。ぜひご参加ください。 

 

 

 

  ２月は「しっかり勉強しよう」を 

中心に取り組んでいきます。 

 
 

 月  日 曜 行 事  備    考   

２月 ２日 月 きら・ピカウイーク 給食後の歯みがきがしっかりできるようにします。  

３日 火 
６年卒業遠足 キッザニアに出かけます。詳しくはしおりで。

健康生活指導日 爪やハンカチなどのチェックをします。 

４日 水 

代表委員会 ５時間目終了後おこないます。 

２年社会見学 キッズプラザに出かけます。詳しくはしおりで。

３，４年陸上出前講座 柔軟性、バランス力強化の運動をゲーム形式で学びます。

   ５日 木 

なわとび大会 児童集会時になかよし班で行います。 

文楽体験授業 5･6 年生が人形浄瑠璃について学びます。 

委員会活動 4･5･6 年生が 6時間目に行います。 

   ６日 金 ４時間授業 「総合研究発表会」のため、児童は１時３０分ごろ下校します。

９日 月 ３年社会見学 大阪くらしの今昔館に出かけます。詳しくはしおりで。 

10日 火 4 年大阪体験学習 市立科学館と阿倍野防災センターに出かけます。

   12日 木 クラブ活動・見学会 各クラブを見学し、来年度の入部について参考にします。３年生も参加します。

    13日 金 ３年車いす体験 車いす体験をすることで、車いすの方にやさしい社会について学びます。

16日 月 クラブ活動 12 日のクラブ見学が雨天の時は、この日に見学をします。

19日 木 
放送委員会発表 朝の児童集会時に行います。 

なかよし班活動 ２時間目、卒業を祝う会に向けた活動を行います。

20日 金 総合研究発表会 2･4･6 年は 1:30 下校、1･3･5 年は 2：55 下校になります。

   24日 火 学習参観・懇談会 今年度最終です。みなさんご参観ください。

   25日 水 ５年茶道教室 5 年生が茶道を通して、礼儀とおもてなしの心を学びます。

一．あいさつ・返事をしっかりしよう 
一．しっかり勉強しよう 

一．友達と仲良くしよう 
一．きまりを守ろう 
一．健康に過ごそう 

学校教育目標「 心 豊 か で  た く ま し い 子 ど も の 育 成 」 

健康一番！ 

「はやね・はやおき・あさごはん」 



   25日 水 代表委員会 ５時間目終了後おこないます。 

   26日 木 

クラブ活動最終 今年度最終のクラブ活動です。 

スクールカウンセラー来校 相談したいことがありましたら、教頭までご連絡願います。

４年高齢者擬似体験 淀川区社会福祉協議会にご協力いただき、4 年生が高齢者の擬似体験をします。

 

 
 

1/24(土) 学校・家庭・地域合同で防災訓練を行いました。ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   「 子どもの夢を応援！」         校長 森 治 雅 子 

 

 ある会社が、「将来就きたい職業」について調査したところ、男子のトップは「ス

ポーツ選手」で全体の約２割、以下「警察官」「運転手・運転士」「パティシエ」でし

た。夢を与えてくれるあこがれの存在がスポーツであることは、今も昔も変わりませ

んね。それに対して、保護者が男子に就かせたい職業の１位は「公務員」、２位が「医

師」、３位が「スポーツ選手」、４位が「薬剤師」と続き、安定志向を望む親心がうか

がえます。 

一方、女子のトップは、「パン・ケーキ屋・お菓子屋」で、以下「芸能人・タレン

ト」「保育士」「花屋」「女医」が続きました。女子の保護者が、将来就かせたい職業

の１位は「看護師」、以下「保育士」、「薬剤師」「教員」「医師」の順で、これから迎

える高齢化社会を見据えた親の思いが垣間見える結果となりました。 

 みなさんのお子様の夢は何でしょうか。子どもが夢をもつことは、大変大切なこと

です。夢のために学習する。すべての教育活動は、ここに始まると言っても過言では

ありません。 

 子どもが成長するにしたがって、人生のどこかで自分の能力や適性がわかり、夢を

現実的な希望に転化せざるを得ない状況がでてきます。実現がむずかしいほど、夢が

遠のくのが現実です。「弁護士になりたいけれど、社会科が苦手だから」とか、「デザ

イナーになりたいけれど、絵がへただから」というだけで、夢をあきらめさせたくあ

りません。子どもには、一生懸命勉強すれば、どんな夢も叶うものと寄り添う心が大

切です。教職員は、そんな思いで日々教育活動に臨んでいます。 

 「何のために勉強するの？」と子どもからたずねられたら、「それは、将来、夢を

実現するためだよ」と答えたいです。野球のイチロー選手、テニスの錦織選手、女優

の宮沢りえさん、ピアニストの辻井伸行さんなど、親が後押しすることで、夢を叶え

た人はたくさんいます。子どもの夢の実現のために、できる応援をしっかりしていき

ましょう。 

 


